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知識の理解の質を高める社会科の授業
－知識を概念的に理解する手立て－

児童生徒が主体的に社会科学習に取り組むためには，知識の理解の質を高める学習活動を展

開する必要がある。そのためには，授業において習得した断片的知識を，「知識の概念的な理解」

を通して，概念的知識まで高めることが大切である。そこで，そのような児童生徒の学びを目指した

授業づくりのポイントや実践例を具体的に示して紹介する。

指導資料
鹿児島県総合教育センター

令和３年４月発行

社 会 第136号
対 象

校 種

小学校 中学校

義務教育学校 特別支援学校

１ 知識の理解の質を高める社会科授業

社会科授業において知識の理解の質を高め

るとは，資料１に示すように，事実に関わる

新たな個別的知識及び技能を，既得の知識及

び技能と関連付けながら，概念的・構造的な

知識及び技能に高め，他の学習や生活の場面

でも活用できる生きて働く知識及び技能とす

ることである。社会認識の段階で言えば，身

近な社会的事象の事実を知る段階から，事象

の一般的な傾向や事象間の因果関係などの様

子や意味が分かる段階，そして，学んだこと

を活用して判断し，他の事象に転用できる法

則性を有した段階へと高まることと言える。

社会科授業で取り上げる「知識」には様々

な段階のものがある。例えば，都道府県の名

称や地図記号のような個別の「記述的・分析

的知識」，社会的事象との関係を言い表した

「説明的知識」，社会を見る目につながる

「概念的知識」の三つに分類することができ

る。社会認識が深まった状態とは，児童生

徒自身が探究を通して，｢説明的知識｣や｢概

念的知識｣を習得した状態だと言える(資料

２)。そのような知識を自ら獲得するために

教師は，発揮される思考方法も考慮した上で，

効果的な問いを設定したい。
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【資料1】知識の理解の質の高まりのイメージ

【資料２】社会科における問いと知識の分析



２ 知識を概念的に理解する手立ての工夫

(1) 都道府県の学習における具体例

小学校学習指導要領解説では，第４学年に

おいて，「47都道府県の名称と位置を理解す

ること」と示されている(資料３)。また，そ

の際，都道府県の名称に用いる漢字について

は，国語科において第４学年までに指導する

こととなっており，全て漢字で書くことがで

きるようになることを目指している。

児童の空間認識から考えると，実際に行っ

たこともない都道府県について，理解するこ

とが難しいと感じる児童も少なくない。また，

ただ単に名称と位置を丸暗記させるだけでは，

改訂の趣旨を踏まえた指導であるとは言えな

い。そこで，資料４のように，自分が住んで

いる地域(鹿児島県)から学習を広げ，地域を

少しずつ分けて，部分的に覚えることからス

タートし，最後に日本全体が分かるようにす

る方法もある。また，資料５のように都道府

県の特色や歴史などの知識と関連付けて考え

させることで都道府県について理解を深める

ことができる。さらに，他教科で学習する内

容との関連でも教科横断的な指導を心掛けた

い。例えば，国語科で学習する物語の作者の

出身都道府県を取り上げることなども考えら

れる。指導方法としては，クイズ形式にした

り，都道府県の特色を表した写真を提示した

りするのも有効である。他にも，パズルで形

を覚えさせたり，歌や語呂合わせを活用した

りするなどの方法も考えられる。これらの様

様な指導方法により，児童は，単に都道府県

を丸暗記するだけでなく，その特色や位置に

ついて学習を深め，今後の学習や生活場面に

つなげていくことができると考えられる。

つまり，この学習では，社会的事象の特色

を関連付けながら，概念的な理解を通して学

習していくことが大切である。その際，教師

は，児童が比較・整理・関連付けるなどの思

考方法を発揮できる場を設定したい。

【資料３】学習指導要領解説第1章総説

【資料４】都道府県の位置を理解するワーク

【資料５】都道府県の特色等まとめワーク



(2) 単元の終末場面における具体例

授業や単元(小単元)の終末で学習したこと

をまとめる場面では，児童に学んだ知識の構

造化や，中心概念に迫る知識の概念的な理解

ができる手立てを講じたい。

資料６は，令和２年度長期研修者である盛

岡佑子教諭の第４学年「のこしたいもの つ

たえたいもの」の研究実践(単元の指導計画)

である。小単元終末で，それまでの調査活動

で調べて分かった社会的事象(妙円寺参りの

歴史や取組，人々の思い等)を思考の構造化

に有効な思考ツール(フィッシュボーン)を活

用して児童による学びの構造図を作成する学

習を行った。児童は，学習内容を振り返り，

獲得した知識を整理し，比較・整理・関連付

けを行い，それぞれの社会的事象の意味や因

果関係を線で結んで考察し，これまで学習し

てきた内容の再構成を行った（資料７）。

【資料６】単元の指導計画

る。

【資料７】思考ツールによる整理(フィッシュボーン)

単元終末において，これまで学習した社会

的事象を振り返る際に，このフィッシュボー

ンは，児童にとって非常に活用しやすく，そ

れぞれの事象を比較・整理・関連付けを行う

ことができた。また，学習問題に対する自分

なりのまとめを自分の言葉で行うこともでき

た。妙円寺参りで毎年行われる遠行等の取組

の由来や目的を，歴史的事象から考察し，そ

れらを今でも大切に継承している地域住民の

願いまでつないでまとめることができた。

このように，単元終末のまとめる学習では，

児童が獲得した社会的事象（知識)を再構成

し，自分の力で学習問題に対するまとめを考

えることが大切である。また，そのことによ

り，児童は，知識の概念的な理解を深め，社

会のつながりが分かる楽しさを味わうことが

できる。さらに，児童は，問題解決に対する

達成感や新たな問いを見いだすこともできる。



(3) 授業の終末場面における具体例

授業終末の振り返りの場面では，以下のこ

とを目的に自分の学びを振り返らせていきた

い。

① ｢学びに向かう力｣を涵養するため

② ｢深い学び｣の実現のため

③ 内容知や方法知の習得のため

④ 学習したことの再構築を図るため

⑤ 学習への成就感や達成感を育むため

振り返りでは，何を振り返ることが大切か。

先に述べた目的を基に考えると，以下の視点

(内容)が考えられる。

①｢位置付け｣の視点(自分自身の変容)

(例)今までの自分と比べて，学習に取

り組む姿勢はどうだったか。

②「関連付け」の視点(多様な考え方)

(例)自分の考えと比べて友達の考えは

どうだったか。

③「意味付け」の視点(学びの意味)

(例)本時の自分の学習は，自分にとっ

てどのような意味があったか。

④｢価値付け｣の視点(学びの価値)

(例)学習した内容が理解できたか。

自分なりの成長があったか。

⑤「方向付け」の視点(学びの連続性)

(例)これからの学習に向けた目標や課

題はあったか。

毎時間終末に振り返りの時間を設定するの

は困難であり，あまり現実的とは言えない。

そこで，単元指導計画において適切に位置付

けることで計画的に取り組みたい。

【資料８】児童の振り返りワークシート

資料８は，先に述べた第４学年の授業後の

ワークシートである。左側の枠に，本時の授

業で分かったことを自分の言葉で記入し，右

側の枠には，本時の学習で自分の思いや考え

を自由に記載している。この児童は，本時で，

「分ける・比べる・つなぐ」など様々な思考

方法を駆使して問題解決に取り組んだことが

分かる。また，歴史的事象から，歴史学習へ

の興味・関心を高め，地域住民の思いや願い

に気付き，本時のねらいとする概念的知識ま

で高めた姿が分かる。調査活動後に，まとめ

て学習を終わるだけでは，十分な理解まで深

まらず，表面的な理解になりがちである。し

かし，振り返りの場を設け，自分の学びをじ

っくりと振り返り，再考することで，内容知

の習得（理解）を深めたり，自分の方法知

（学び方）のよさに自信をもったりすること

ができる。

４ 終わりに

これまで，社会科における知識の概念的な

理解について述べてきたが，児童生徒がこの

ような学習を展開していくためには，教師の

意図的・計画的な授業デザインと児童生徒の

学習意欲が最も大切である。その積み重ねが，

児童の社会科学習における「学びに向かう

力」の涵養にもつながっていくと考える。
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